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１．研究計画の概要 

地域在住高齢者を対象に、過去・現在・未
来について語る全 3セッションからなる短期
心理支援法を実施し、その効果を検討する。
また、実施方法や効果については冊子にし、
地域の施設や病院等に配布することで、高齢
者に関わる職種スタッフの誰でも実施でき
るものとする。 
 
２．研究の進捗状況 
 当初の計画通りに実施できている。具体的
には、これまでの年度では、地域在住高齢者
を対象に、短期心理支援法の実施が終了した
ところである。残りの年度で、冊子を配布し、
実施方法や効果について施設からの質問等
があれば、それに申請者が回答するという知
識の提供（スーパーバイズ）という形で地域
支援を行う予定である。 
 
３．現在までの達成度 
 これまでの年度では、短期心理支援法の実
施を行ってきたが、これは、当初の予定通り
の達成度である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
今後の研究としては、残りの年度で、高齢

者施設に配布するための冊子作りと配布、お
よび施設スタッフへのスーパーバイズとい
った地域支援を積極的に行う。冊子作りにつ
いては、高齢者の心理支援が初心者の職種の
方でも理解しやすいようなものを作成する
ことを心がけている。 
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